
地域特産品の販売経路としての「道の駅」の特性
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1．背景とねらい
消費者ニーズの多様化等を背景として、
産地と量販店との直接取引や直売施設の増
加など、地域流通の比重が高まっている。
一方、産地間競争が激化するなか、中山間
地域などでは地域資源等を活用した特産品
生産・販売が急務の課題となっている。
こうした状況下において、近年、「道の
駅」が地域特産品の販売経路として注目を
浴びている。本報告は、消費者の「道の駅」
に対する期待度や満足度、「道の駅」の今
後の戦略方向を明らかにし、地域特産品開
発・販売を考える生産者や生産者団体の参
考に資する。

2．調査方法
県内における「道の駅」物産販売施設責
任者に対するヒアリング及びアンケート調
査を実施するとともに、「道の駅」利用者
を対象としたアンケート調査を行った。

3．結果及び考察
1）県内「道の駅」の概況と「道の駅」
が認識する地域への劾果
現在、県内には19か所の■「道の駅」が
あり、地域活性化に対する期待も高まって
いる。「道の駅」が認識する地域に対する
効果としては、①地域経済活性化効果、②
連携・交流効果、③地域情報発信効果、そ
して④地域農業活性化効果、が因子分析の
結果明らかになった（表1）。県内の「道
の駅」は生産者の「直売所」を併設したり、
店舗内での地場産野菜の販売コーナ」など
を設けるなどしている。また、「道の駅」
における食品販売割合はおおよそ5割～9
割と高く、農産物や加工食品等の重要な地
域マーケテイングチャネルとなっている。
しかし、地域で生産された農産物等を原

料とした「道の駅」と地域生産者等による
組織的な特産品開発は、①生活研究グルー
プとの連携、②民間企業との連携、③第3
セクターとの連携、などのパターンが存在
するが、こうした取り組みは決して多くな
いのが実状である。

2）消費者の「道の駅」の利用状況
消費者の「道の駅」の利用目的は（図1）、
「トイレの利用」が最も多く、以下「休憩」
「お土産の購入」がつづき、「お土産の購
入」と「食事」を合計した「食」にかかわ

る目的から「道の駅」を利用すると思われ
る割合は8割を上回ることからも、地域農
業は「道の駅」を、積極的にマーケテイン
グ機会のひとつとして捉えることが求めら
れる。

「道の駅」が利用者の総合的な満足度を
高め、リピーターを確保するためには、「地
域特産品の取り扱い」「衛生・安全面」さ
らには「雰囲気」に関する利用者の満足度
を高めることが必要となる（表2）。この
ことから、「道の駅」における地域特産品
の開発・品揃えはその事業展開にあたり重
要な課題・戦略となる。県内の「道の駅」
が考える今後の戦略は（表3）、因子分析
により、①情報提供機能の強化、②特産品
販売機能の強化、③観光対応機能の強化、
④農産物販売・飲食機能の強化、そして⑤
特産品開発機能の強化、といった5つの方
向が明らかになり、「地域特産品」の開発
・販売が今後の戦略方向として位直づけら
れていることが注目される。

3）「道の駅」を対象とした特産品開発
地域特産品の開発にあたっては、「道の
駅」は地域生産者や自治体との連携による
組織体制整備の必要性を強調している。「道
の駅」が考える連携相手は（表4）、l現状
では「役場・役所」が中心となっているが、
今後は「加工施設」「食品製造業」「観光
業」「農家」などとの連携も重要視してお
り、生産者の積極的な対応、地域における
加工施設の有効利用等が求められる。
図2は、「道の駅」が評価した商品カテ
ゴリー別の地域特産品としての‖市場有望
性■－と‖競争の激しさ日である。これによる
と、「済物」「山菜及びその加工品」「漬物

以外の野菜加工品」などで市場有望性が高
い。一方、「菓子類」は市場有望性は高い

ものの、競争も激しいものとして認識され
ており、競合する商品との差別化・棲み分
けなどの重要性が指摘された。

4．まとめ

「道の駅」では、「地域特産品の取り扱
い」が「道の駅」自体の利用者ニーズを満
たすことになり、今後の戦略としても重要
視されている。地域農業としても、「道の
駅」を積極的にマーケテイング機会のひと
つとして捉えることが必要である。
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表1「道の釈」が地域にもたらした効果
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資料：県内全「遭の帆を対象としたアンケート的査（帖18）
注潤子分析／伽の回転はバリマックス法

アンケート実施時点での県内の「道の脈」は18か所であったが、その後19か所となった

表2「道の駅」が顧客満足度を

資料：図1に同じ
注：総合満足度を概況明褒鍬とする王国州分析
呵お軸で有意、叫ま1％で有意
分析は変数増滅法で行った

表4「辻の駅」が考える通娩相手
＜現状と今後＞

資料：表1に同じ
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表8r道の釈」の今後の戦略方向
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としたアンケート明査（N＝84）
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資料：表1に同じ
注：因子分析／軸の回転lあくリマックス法

高
－

親
争
の
激
し
さ

1
催

藩麺
そば・うどん等の麺臥◆菓子類

みそ・し

食肉加工

地ピーノ

；宇′雷宜か納豆
パン

野菜加工品

2　　　　　3　　　　　4

低←　　　　市場有望性　　　　→高

図2「連の駅」による商品別の市場有望性と競争の激しさ
資料：表1に同じ
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